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データベースとは

Accessの基本操作……1

1
まずは、データベースの意味を理解しましょう。次にAccessで何ができるか

を見てみましょう。また、Accessの1つのファイルがオブジェクトによって構成されていることも

確認します。オブジェクトの種類と、それぞれが持つ役割も見ておきましょう。

データベースとは関連性のあるデータの集まりです。わかりやすい例として、住所録があります。氏名の列には氏

名を、住所の列には住所を入力し、項目ごとに整理された一覧です。データを集めておくことで、必要なときにす

ぐに取り出させるようになっています。

データベースとは

顧客名や住所など、それぞれのデータを
同じ列に入力し整理したもの

これらをまとめたものがデータベース

本書では、「シャンプー」や「リンス」などの商品を販売するお店を想定し、受注を管理するデータベースを構築し

ます。顧客の氏名や住所などの情報や、いつ誰からどの商品の注文を受けたかを記録できるようにし、いつでも

請求書の発行やはがきの発送ができるようにします。また、受注状況をグラフで表示し、分析することもできるよ

うに構築していきます。下図は、本書で作成するテーブルです。これらに保存したデータを、次ページで紹介する

ようにさまざまな形式で活用していきます。

本書で構築するデータベース

●「T顧客マスター」テーブル
顧客の氏名や住所、電話番号などの情報を保存。

●「T受注」テーブル
どの顧客からいつ注文を受けたかを保存。

●「T明細」テーブル
どの商品をいくつ注文を受けたかを保存。

●「T商品区分マスター」テーブル
商品を種類ごとに分類し、コードで管理。

●「T商品マスター」テーブル
それぞれの商品のコード番号と単価を管理。


